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呼吸器感染症 におけ るT-2588の 臨床成績

石 橋 弘 義 ・佐 野 靖 之 ・可部順三郎

国立病院医療セソター呼吸器科

急性肺炎4例,慢 性気管支 炎の急性増悪2例,感 染 を伴 った気管支拡張症6例,計12例 の呼吸

器感染症 にT-2588を 投与 し,臨 床効果な らびに副作用について検討 した。

1回 量100～200mg,1日3～4回,7～39日 間投与 し,著 効2例,有 効8例,や や有効1例,

無効1例,有 効率は83.3%の 臨床効果 が得られた。臨床検査値でGPTの 軽度 上昇1例 がみ られ

た他には副作用は認め られ なか った。

T-2588は 富山化学工業(株)綜 合研究所で開発 され

た経 口用エステル型 セフェム系抗生剤 で,内 服後腸管か

ら吸収 され,腸 管壁のエス テラーゼによって抗菌活性を

示すT-2525に 速やかに加水分解され る。T-2525は グ

ラム陽性菌お よびグラム陰性菌 に対 し,広 範囲な抗菌 ス

ベクトルを有 し,各 種 β-lactamaseに 対 して安定であ

り,従 来の経 ロセ フ ェ ム 剤耐性菌に も強い抗菌 力を示

す二)。

われわれは本剤を呼吸器感染症12例 に食後投 与 し,

その有効性 と安全性について検討 したので報告す る。

I. 対象患者および投与方法

対象は昭和59年6月 か ら10月 まで,国 立病院医療

セ ンター呼吸器科を受診 し,外 来治療 を行 なった12例

である。その内訳 は急性肺炎4例,慢 性気管支炎の急性

増悪2例,感 染を伴った気管支拡張 症6例 であ り,年 齢

および性別はTable1に 示す通 りである。

T-2588は1回100～200mgを1目3～4回 投 与 し

た。投与期間は7～39日 であ る。通常1日400～600mg

で,7～14日 投与 の例が多か った。

II. 効 果 判 定

治療効果の判定 は本剤投与後,症 状の速 やかな改善 を

みたものを著効,明 らかな症状 の改善をみた も の を 有

効,多 少の改善をみたものあるいは症状の改善後再び悪

化傾向のみ られた ものをやや有効,症 状の改善 のみ られ

なかった ものを無効 とした。

また,T-2588投 与前後に喀痰の細菌学的検査 を行な

い,細 菌学的効果を判定 した。

安全性検討を 目的 として,T-2588投 与前後に 自覚症

状 の観察 と末梢血液像,肝 機能検査,腎 機能検査,尿 検

査を実施 した。

III. 治 療 成 績

T-2588投 与に よる臨床効果 は,急 性肺炎4例 では全

例が有効,慢 性気管支炎の急性増悪2例 では著効1例,

有効1例,感 染を伴 った気管 支 拡 張 症6例 では著効1

例,有 効3例,や や 有 効1例,無 効1例 で あ っ た。 全 体

では12例 中10例 が有 効 以 上 とな り,有 効 率 は83.3%

で あ った(Table1,2)。

T-2588投 与 前 の細 菌 検査 で菌 が 検 出 され た(井 以 上)

症 例 は グ ラム陽 性 菌1症 例(S.pneumoniaの,グ ラ ム陰

性 菌6症 例(K.pneumoniae 1例, H.influenzae 5例)

で あ った 。 本 剤投 与 後,グ ラ ム陽 性菌 は除 菌 され,グ ラ

ム陰 性 菌 ではK.pneumoniaeは 除 菌 され,H.influen-

zaeは5例 中3例 が 除菌 され,1例 は菌 交 代(S.aureus)

し,1例 は不 変 で あ った 。 全 体 で は7例 中6例 が除 菌 さ

れ,除 菌 率 は85.7%で あ った(Table3)。

以 下 に 各 症 例 につ い ての 概 要 を示 す 。

症 例1～4は 急 性 肺 炎 症 例 で あ る。

症 例150歳 男性 アル コー ル 性肝 障 害 が あ る。

微 熱 と咳 漱 と黄 色痰 と左 胸 痛 で来 院 した 。T-2588, 200

mgを1日3回,11日 間 投 与 した。 約1週 間 で 平 熱 と

な り,投 与終 了時 には 痰 量 も1日20～30コ が10コ 程

度 に な り,CRP6.0→2.2,白 血 球 数13,600→9,600と

な った 。臨 床 効 果 は 有 効 と判 定 したが,な お,胸 部X線

上 陰 影 の 改善 が 不 十 分 で あ っ た の で更 にbacampicillin

(BAPC),minocycline(MINO)を 投 与 し,完 治 した。

臨 床検 査 値 で投 与 前 よ りGPT,γ-GTP,Al-Pの 上

昇 が 軽度 認 め られ てい た が,本 剤 投 与 後 も特 に著 変 は認

め られ な か った 。

症 例2 36歳 男 性 左胸 痛 と黄 色 痰 で 来 院 し た 。

喀 痰 よ りH.influenzae(〓)が 検 出 さ れ て い た 。T-

2588,100mgを1日4回 投 与 した 。1週 目に は咳 嗽 は

軽 度 とな り,喀 痰量 も1日2～3コ に 減 少 し,CRP,赤

沈 の改 善 も認 め られ た。 H.influenzaeは2週 目に 消 失

した。 臨 床 効 果 は有 効 と判 定 した。

症 例3 18歳 女 性 発 熱,黄 色 痰,背 部 痛 で 来院

した 。T-2588,200mgを1日3回,7日 間 投 与 し,解

熱 と痰 量 減 少,疼 痛 消 失 とCRP,赤 沈 の改 善 も認 め ら

れ た 。 臨 床効 果 は有 効 と判 定 した。
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Table 1 Clinical results with T-2588

Table 2 Clinical effects of T-2588 on respiratory diseases

症例442歳 男性 気管支喘息を基礎疾患に持つ。

37.7℃ の発熱 と左胸痛,咳 嗽 で来院 した。T-2588, 200

mgを1日3回,8日 間投与 した結 果,咳 嗽 の軽減 と胸

痛消失,CRP,赤 沈の改善 が認められ,胸 部X線 上の異

常陰影 の消失 も認 められた。

臨 床効果 は有効 と判定 した。 ただ,こ の症例では8日

目にGPTが16か ら73と 上昇 したので臨床検査値異

常あ りと判定 したが,本 剤中止後は正常に復 した。

症例5. 6は 慢性気管支炎の急性増悪症例である。

症例5 59歳 女性 約1年 間,咳 と痰が続いてお

り,時 々PC系 経 口抗生剤を服用 していたが効果はなか

った。喀痰 よりH.influenzae(〓)が 検出された。T-

2588は1回100mgを1日4回 投与 した。 投与前には

膿性痰が1時 間に1回 以上出ていたが,投 与後1週 間且

には2～3時 間に1回 とな り,2週 間 目には1日1回 程

度 と著 明に改善 した。H.influenzaeも1週 間 目には消

失 しその他赤沈,CRPも 改善 したo久 々に薬が良く効

いた とい う患者か らの報 告もあった。臨床効果は著効と

した。

症例6 74歳 男性 肺癌術後2年,大 腸癌術後1

年で現在転移はない。約1年 半前か ら常時咳敷,喀 痰が

あ り,こ れ まで各種抗生剤 で難治 で あったもT-2588,

100mgを1日4回,7日 間投与 した。 投与前に検出さ

れ ていたK.pneumoniae(〓)は 消失 し,臨 床症状 も
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Table 3 Bacteriological effects of T-2588 on respiratory diseases

軽滅されたので臨床効果は有効 と判定 した。

症例7～12は 感染性気管支拡 張症 の症例である。

症例7 60歳 女性 約30年 前 よ り気管支拡張症の

診断がなされている。最近,膿 性痰の増加があ り,曙 痰

からS.pneumoniae(〓)が 検 出されていた。T-2588,

200mgを1日3回,7日 間投与 し,痰 は全 くな くなっ

た。この患者に とって喀 出が なくな った とい うことは数

十年ぶ りの出来事であ るとのことであった。臨床効果は

著効 とした。

症例8 59歳 女性 咳嗽 と膿性痰の増加 および発

熱があり,T-2588,200mg,1日3回 を開始 した。5

日目で解熱 し,喀 痰量 も減少 した。14日 目には痰 も粘

液性 とな り,臨 床効果は有効 と判定 した。

症例9 64歳 男性 咳嗽,膿 性痰,血 痰がみ られ

た。cephalCxin (CEX)を2g/日,7日 間投与が無効

であった後,T-2588を 投与 した。1回100mg1日3

回,7日 間投与 したが,検 出菌H.influenzae(〓)は

不変で,痰 の量,性 状 とも不変であ り,臨 床的には無効

と判定 した。 その後,BAPCを1.5g分3を 投与 した

がこれも無効であった。

症例10 53歳 女性 咳嗽 と膿 性痰がみ られ,H

influenzae(〓)が 検出され ていた。Ciclacillin (ACPC)

を1.5g/日 の後にT-2588を1回100mg1日3回

投与した。その結果,痰 量の減少が認められ,胸 部 ラ音

も消失 した。H.influenzaeはS.aureusに 菌交代 した

が臨床効果は有効 と判定 した。

症例11 37歳 男性 常時 咳嗽 と膿性痰を もち,最

近は呼吸困難も現われてきた。 胸部X線 上で も両 側肺 に

索状影の増加がみ られた。T-2588は1回200mgを1

日3回 投与 した。約1週 目には痰量 の 減少 が 認 められ

たが,3週 間投与 して もそ れ 以上の改善 はな く,CRP

はむしろ1.1→42と 増悪 した。一方,胸 部X線 上 はや

や改善傾向が認め られた。臨床効果はやや有効 と判定 し

た。

症例12 611歳 男 性 膿性痰 の増加 と痰 に はH

influenzae(〓)が 検 出され ていた。ACPC　 1.5g/日 ,

10日 間投与が無効 の あ と,T-2588を1回100mg　 1

日4回 投与 した。39日 間 に わた って 投与 したが,そ

の間痰量は徐 々に減 少 し,1日15～16回 か ら,1週 目

には1日10回 前後,最 後は1日6～7回 程度になったo

H.influenzaeも3週 日までは検出され ていたが,5週

日から検出 され な くな った。 臨床効果は有効 と判 定 し

た。

IV. 副 作 用

副作用は認め られなか った。臨床検 査 値 異 常 は1例

(症例4)に おいてGPTの 軽度上昇(16→73)が 認め ら

れたが,こ れ は投薬中止後正常 に復 した(Table 4)。

V. 考 察

T-2588は 経 口用エステル型セ フェム系抗生剤 で内服

後,腸 管か ら吸収 され,エ ステラーゼに よって抗菌活性

を示すT-2525に 加水分解 され る。T-2525は グラム陽

性菌 お よび グラム陰性菌 に対 して広範 囲な抗菌 スペ ク ト

ルを有 し,特 にE.coli, Klebsiella, Indole (+) Prote-

us, H.influenzaeに 対 し強 い抗菌力を有 し,そ の作用は

殺菌的 である。また,各 種 β-lactamaseに 対 して非常に

安定 で従来 の経 ロセ フェム剤耐性菌に も強い抗菌力を示

す1)。

この ような特徴を もつT-2588を 我 々は呼 吸 器 疾 患

12例 に投与す る機会を得 た。

細菌学的 にみ るとS.pneumoniaeお よびK.pnmmo-

niae各1例 は除菌 され,今 回,最 も多か ったH.influen-

zae 5例 は3例 が除菌,1例 がS.aureusに 菌交代, 1

例のみが不変 とい う好成績 を収めた。

臨床的有効性をみても急性肺炎4例 は 全 例 有 効であ

り,1日400～600mg,1～2週 間の投与 で治癒 した。

慢性気管支炎 も同様で2例 中2例 が有効以上,1日400

mg,1～2週 間 の投与 で症状 の改善がみ られ た。 気管

支拡張症 の急 性 増 悪 例6例 では1日300mgで 有効1

例,無 効1例,400mgで 有効1例,600mgで 有効以上

2例,や や有効1例 となった。気管支拡張症例 で2例 に

やや有効以下 の症例 があったが全体でみる と12例 中10

例(83.3%)と い う高 い有効率を得た。
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Table 4 Laboratory findings before and after T-2588 treatment

1) B: before treatment 

2) A: after treatment

この有効例 には症例5,6,7の ように従来 よ り各種の

抗 生剤 に抵抗 していて本剤投与後,か つ てない程の著明

な改善が認め られた症例や,症 例10,12の よ うに直前

に他剤(ACPC)が 投与 され無効だ った症例が本剤 で有

効 となった症例 も含まれ てお り,本 剤は従来 の経 口抗生

剤 より優れた抗生剤である とい う感触を うけた。

また,安 全性 の面か らみて も問 題 とな るところは認め

られず,今 後呼吸器疾患治療薬 として非常に期待できる

薬剤 と考え られ る。
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T-2588 was administered 100 mg•`200 mg, 3 or 4 times a day (most patients received 100 mg, 

4 times a day or 200 mg, 3 times a day) for 7 to 39 days, to total 12 patients with respiratory tract 

infections. 

On the pneumonia (4 cases), acute exacerbation of chronic bronchitis (2 cases) and infected 

bronchiectasis (6 cases), the following clinical responses were obtained : excellent in 2 cases, good 

in 8 cases, fair in 1 case and poor in 1 case. No adverse reaction related to T-2588 except for 

1 case of elevation of GPT was obtained.


